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   We report a case of stage IE non-Hodgkin's lymphoma of the testis including the sonographic and 
magnetic resonance imaging (MRI) findings. A 68-year-old male noticed a painless swelling of his 
right scrotal contents. The serum '-fetoprotein and /3-HCG levels were within the normal ranges. 
Scrotal ultra-sonography revealed a hypoechoic lesion in the right testis. This tumor showed 
isointensity on T1-weighted imaging and also showed low intensity on T2-weighted imaging. A high 
orchiectomy was performed and the histological diagnosis was non-Hodgkin's lymphoma. Adjuvant 
chemotherapy (cyclophosphamide, oxorubicin, vincristine and predonisolone) was administered. At 
6 months postoperatively, this patient shows no signs of recurrence. 
                                              (Acta Urol. Jpn. 45: 645-647, 1999) 
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緒 言
悪性 リンパ腫 は全身の リンパ節お よび節外性 リンパ
組織 よ り発生 する腫瘍 であ り,全 悪性腫瘍の2%を 占
める.尿 路 ・男性生殖 器で は腎,副 腎,膀 胱,精 巣 な
どに病変 を認 める場合 が多 く,組 織 学的 にはほ とん ど
がnon-Hodgkin'slymphomaであ る.悪 性 リンパ腫
は全精 巣腫瘍 の約1～8%で あ る と言 われてお りD,
本 多 ら2)の148例の 集 計 に よれ ば,60歳代 に発 症 の
ピークが あ り,50歳代以 降の発症が約56%を占め る.
高齢者に多いことと,両側発症が約30%と多いのが特
徴である.今回われわれは病変が陰嚢内に限局 した悪




既往歴 家族歴:特 記事項な し
現病歴:1996年8月頃より右精巣の無痛性腫脹を自













入 院時 身体所 見:身 長161cm,体 重63kg,血 圧
160/80mmHg,脈拍72/min.眼球結 膜黄疸な し,眼
瞼結 膜貧血な し.胸 腹部聴打診上異常 を認めず 四肢
浮腫,冷 感 な し.右 精巣 に母指 頭大 の硬結 を触知 し
た.表 在 リンパ節 に腫 脹を認 めず
入 院時臨床 検査所 見:末 梢血 検査,WBClO,300/
mm3,Hb14.7g/dl,PLT359×103/mm3,生化学検
査,LDH4081U/1,CRPO.OImg/dl,AFPおよび
HCG一β 陰性,尿 沈査検査正常,尿 培 養検査 陰性,
画像所見:胸 部お よび腹 部単 純X線,排 泄性尿路造
影 にて異常 を認めず 陰嚢 超音波検査 では,精 巣尾部
か ら体部 にかけて境 界不 明瞭 な低 エ コー領域 を認 め
た.内 部 はほぼ均一で音響陰影 を認 めず,陰 嚢 内に他
の病 変 を認 めず(Fig.1).MRIでは,腫 瘍 は境界不
明瞭でほ ぼ均 一であ った.Tl強 調で は,正 常精巣 と
ほぼ等信 号 を(Fig.2A),T2強調 で は正常 精巣 よ り
も低信号 を示 した(Fig.2B).
以上 より,右 精巣腫瘍の診断 にて,9月22日 に右高
位精巣摘 出術 を施行 した.
手術所 見:右 鼠径部斜切 開の型通 りの手術 を施行 し
た.陰 嚢内容 を脱転す る と,右 精巣尾部 に,正 常精巣
との境界不明瞭な径約1.5cmの 硬結 を認 めた.
摘 出標 本所 見:精 巣尾部 か ら体部 にかけて正常精巣
と境界不明瞭な 白色 の腫瘍 がみ られた.
病 理組 織所 見:H-E染 色 では,細 胞 質 に乏 しく,
核小体明瞭 な類円形核 を有する細胞 のび まん性増殖 か
らな る腫瘍 で あった(Fig,3).免疫 組織 染色 で は,
L26(CD20)陽性,LCA陽 性,UCHLI陰 性 で あ
り,non-Hodgkin'slymphoma,diffuselargecell
type,B-celltypeと診断 した,
術 後経過:術 後 経過 は良好.術 後施行 したCTス











Arborの 分 類 に 従 いstageIEと 診 断 し た.術 後 に,
cyclophosphamide,doxorubicin,vincristine,pre-
donisoloneによ る 化 学 療 法 を 施 行 し た.手 術 後6カ










長妻,ほ か:精巣腫瘍 悪性 リンパ腫 647










性率が低 い とされて いる4)Mazzuら5)は精巣の
malignantlymphoma,leukemiaの8例に陰嚢超音
波検査 を施行 し,5例11個 の結節状病変のすべて
が,円形の低エコーを示 し,カラー ドップラー法では


















果を示 した9)骨格筋の悪性 リンパ腫のT2強 調像で
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